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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第39期中 第40期中 第41期中 第39期 第40期

会計期間

自　平成26年
　　４月１日
至　平成26年
　　９月30日

自　平成27年
　　４月１日
至　平成27年
　　９月30日

自　平成28年
　　４月１日
至　平成28年
　　９月30日

自　平成26年
　　４月１日
至　平成27年
　　３月31日

自　平成27年
　　４月１日
至　平成28年
　　３月31日

売上高 (千円) 41,718 44,342 44,570 84,597 88,090

経常利益 (千円) 15,608 15,389 16,516 31,377 31,892

中間(当期)純利益 (千円) 10,032 9,943 11,241 19,976 21,296

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000

発行済株式総数 (株) 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

純資産額 (千円) 391,119 399,006 409,601 401,063 410,360

総資産額 (千円) 436,100 439,364 446,618 447,146 447,156

１株当たり純資産額 (円) 19,555.95 19,950.34 20,480.09 20,053.17 20,518.02

１株当たり中間(当期)
純利益

(円) 501.59 497.17 562.07 998.81 1,064.85

潜在株式調整後１株当
たり中間(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― 600 600

自己資本比率 (％) 89.7 90.8 91.7 89.7 91.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 12,013 11,585 13,912 32,400 31,422

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △10,877 △3,094 △4,932 △11,471

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,766 △15,400 △11,425 △10,550 △18,400

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 69,755 72,732 88,367 87,425 88,975

従業員数
[ほか、平均臨時雇用人
員]

(名)
0 0 0 0 0

[0] [0] [0] [0] [0]
 

(注) １．当社は、中間連結財務諸表を作成していないので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等が含まれております。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．従業員数については、一般社団法人鹿児島県ＬＰガス協会に業務全般を委託しているため従業員はおりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当社には関係会社はありません。

 

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

当中間会計期間末現在の従業員はおりません。

なお、業務全般について一般社団法人鹿児島県ＬＰガス協会に委託しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間会計期間は、建物賃貸において入室が１室あったことにより、前中間会計期間に比べ賃貸収入が増加しま

した。また、会議室の利用料収入や賃貸関連収入も増加いたしました。なお、駐車場賃貸については、構内駐車場

の借用者は増えましたが、構外駐車場の借用者が減ったことから稼働率は僅かながら減少しております。

このようなことから、当中間会計期間の売上高は44,570千円と前中間会計期間(44,342千円)に比べて228千円

(0.5%)の増収になりました。

利益につきましては、営業利益が16,349千円と前中間会計期間(15,214千円)に比べて1,135千円(7.4%)増益、経常

利益につきましても、16,516千円と前中間会計期間(15,389千円)に比べて1,127千円(7.3%)の増益になりました。

この結果、中間純利益も11,241千円と前中間会計期間(9,943千円)に比べて1,298千円(13.0%)の増益となりまし

た。

また、セグメント別の営業利益につきましても単一セグメントのため同様であります。

 
当中間会計期間におきましては、総賃貸室数30室(賃貸延面積2,107.21㎡：倉庫面積を除く)に対し、28室(面積

2,009.99㎡)を賃貸しており、この入居率は95.3%となっております。

なお、上記金額には消費税等が含まれております。

 
セグメント(不動産賃貸)の業績の主な内訳は次のとおりです。

①　建物賃貸

当中間会計期間の期初は、３階の304室、５階の504室及び６階の608室の合計３室が空室でありましたが、９月１

日に６階の608室が入室となり、当中間会計期間末は２室の空室となりました。なお、１階の賃貸用倉庫について

は、前中間会計期間と同様に、賃貸状況に変化がなく４室のうち３室を賃貸しております。この結果、賃貸収入が

26,961千円と前中間会計期間(26,804千円)に比べ157千円(0.5%)の増収となっております。

 
なお、最近の２中間会計期間における収容能力及び収容実績の状況は、次のとおりであります。

 

区分 用途

収容能力 収容実績

賃室面積又は
貸与日数

半年間延面積
又は貸与日数

前中間会計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

賃貸実績
(半年間延面積)

賃貸率
賃貸実績

(半年間延面積)
賃貸率

１階
事務所 197.18㎡ 1,183.08㎡ 1,183.08㎡ 100.0％ 1,183.08㎡ 100.0％

倉庫 57.18 343.08 188.87 55.1 188.87 55.1

２階 事務所 161.63 969.78 969.78 100.0 969.78 100.0

３～６階 事務所 1,748.40 10,490.40 9,615.47 91.7 9,664.07 92.1

計 2,164.39 12,986.34 11,957.20 92.1 12,005.80 92.4

１階
ほっと
スタジオ

30日又は31日 183日 9日 4.9 3日 1.6

２階
大・小
会議室

20日又は21日 122 66 53.7 89 72.9

計
30日又は31日 183 9 4.9 3 1.6
20日又は21日 122 66 53.7 89 72.9

 

（注）大・小会議室の貸与日数は、土・日・祭日の休日を除く稼働日で日数計上をしております。
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②　駐車場賃貸

駐車場賃貸のうち会館の構内については、当中間会計期間が3,175千円と前中間会計期間(3,069千円)に比べ、105

千円(3.4%)の増収になりました。

また、構外における駐車場賃貸については、当中間会計期間2,208千円と前中間会計期間(2,323千円)に比べ115千

円(4.9%)の減収になりました。この結果、全体の駐車場賃貸の駐車場収入は、5,383千円と前中間会計期間(5,392千

円)に比べて9千円(0.1%)の減収になりました。

 
なお、最近の２中間会計期間における収容能力及び収容実績の状況は、次のとおりです。

 

区分

収容能力 収容実績

駐車可能台数 半年間延台数

前中間会計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

収容実績
(半年間延台数)

稼働率
収容実績

(半年間延台数)
稼働率

構内 94台 564台 459台 81.4％ 475台 84.2％

構外 60 360 348 96.7 330 91.6

合計 154 924 807 87.3 805 87.1
 

（注）構外駐車場は県有地576.0㎡を借用しております。なお、当中間会計期間で2,293千円の賃借料(年間4,586千円)を

支払っております。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間は、営業収入（44,676千円）、利息受取額（4千円）、営業費支出（△24,921千円）や法人税等の

支払い（△5,844千円）などで営業活動によるキャッシュ・フローは13,912千円、防犯カメラの設置（△1,009千

円）や放送設備の取得（△1,063千円）などで投資活動によるキャッシュ・フローは△3,094千円、預り保証金の受

入による収入（574千円）はあったものの配当金の支払い（△12,000千円）で財務活動によるキャッシュ・フローは

△11,425千円となっております。

この結果、当中間会計期間が△607千円と前中間会計期間△14,692千円に比べ14,085千円（95.8%）キャッシュ・

フローは増加しております。

現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、当中間会計期間が88,367千円と前中間会計期間72,732千円

に比べ15,635千円（21.4%）残高が多くなっております。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、当中間会計期間に入室が１件あったことから営業収入44,676千円が前

中間会計期間44,393千円より283千円（0.6%）増加、営業支出も若干減少したことにより、当中間会計期間は

13,912千円と前中間会計期間11,585千円に比べ2,327千円（20.0%）増加しております。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、当中間会計期間△3,094千円と前中間会計期間△10,877千円に比べ

7,783千円（71.5%）支出が減少しております。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、当中間会計期間に３空室のうち１室に入室があったため、預り保証金

の受入による収入（574千円）と配当金の支払い（12,000千円）を行いました。この結果、当中間会計期間は△

11,425千円と前中間会計期間△15,400千円に比べ3,975千円（25.8%）支出が減少しております。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

 

(2) 受注実績

該当実績はありません。

 

(3) 販売(収入)実績

①　最近２中間会計期間の販売(収入)実績は、次のとおりです。
　

区分
前中間会計期間

(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

前年同期比

賃貸収入 26,804千円 26,961千円 100.5％

駐車場収入 5,392 5,383 99.9

共益費収入 7,994 8,054 100.7

賃貸関連収入 4,033 4,093 101.4

商品売上高 118 76 64.4

合計 44,342 44,570 100.5
 

(注) １．上記金額には、消費税等が含まれております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合
　

相手方
前中間会計期間 当中間会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

オムロンフィールドエン
ジニアリング九州㈱

4,631 10.4 4,677 10.4
 

 

②　販売(収入)実績における賃貸料明細
　

区分 種別 単位 賃料

賃 室

１ 階

月     額

8,200円～8,700円／坪

１ 階(倉庫) 4,500円／坪

２ 階 6,500円／坪

３～６階 5,000円～7,000円／坪

大会議室

株主・入居者

時間当たり

3,500円／室

会館業務委託団体 3,000円／室

一 般 4,000円／室

小会議室

株主・入居者

時間当たり

1,200円／室

会館業務委託団体 1,000円／室

一 般 1,400円／室

ほっとスタジオ

株主・入居者

時間当たり 1,000円／室会館業務委託団体

一 般

駐車場
構 内

月     額 6,200円／台
構 外

 

(注) １．建物の共益費、光熱水費は別途実費を領収しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社鹿児島県プロパンガス会館(E03932)

半期報告書

 7/30



 

３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 

４ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、本半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につ

いて重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

５ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

６ 【研究開発活動】

該当事項はありません。

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当中間会計期間におけるわが国の経済は、金融・財政政策により順調に推移しております。

このような状況の中で、当社の売上実績は僅かながら増加し、当中間会計期間売上高合計44,570千円となり、

前中間会計期間売上高合計44,342千円と比べて228千円（0.5%）増加しております。これにより、売上総利益は増

加しております。なお、販売費及び一般管理費の減少により経常利益、中間純利益は前中間会計期間に比べ、い

ずれも増加しております。これは、役員退職慰労金支払いの減少が主な要因となっております。

 

(2) 財政状態の分析

当中間会計期間末の総資産は、前事業年度末（447,156千円）に比べて538千円減少し、446,618千円となってお

ります。これは、売上高は若干増加したものの建物等の減価償却による減少が大きく影響したことにより、有形

固定資産が前事業年度末に比べて2,473千円減少したことが主な要因であります。

また、負債につきましては、前事業年度末（36,795千円）に比べて222千円増加し、37,017千円となっておりま

す。これは、預り保証金の入居に伴う増加が主な要因であります。

純資産につきましては、前事業年度末（410,360千円）に比べて759千円減少し、409,601千円となっておりま

す。これは、配当金の支払いによる繰越利益剰余金の減少が主な要因であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前中間会計期間末72,732千円

に比べて15,635千円残高が増加し88,367千円となっております。

これは、当中間会計期間に新たな入室に関連する営業収入の増加と営業支出が減少した結果、キャッシュ・フ

ローが当中間会計期間△607千円と前中間会計期間△14,692千円に比べ14,085千円（95.8%）増加したものです。

また、資金の当中間会計期間期首残高88,975千円が前中間会計期間期首残高87,425千円に比べ1,550千円（1.7%）

多かったことも影響しております。

 

当中間会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における営業活動による資金は、前中間会計期間11,585千円に比べ2,327千円増加し、13,912

千円となっております。

これは、当中間会計期間に空室への入室が１件あったために、当中間会計期間の営業収入44,676千円が前中

間会計期間44,393千円に比べ283千円（0.6%）増加し、営業支出等△30,765千円が前中間会計期間の営業支出等

△32,810千円に比べ2,045千円（6.2%）減少したことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における投資活動による資金については、有形固定資産の取得が当中間会計期間△3,094千円

と前中間会計期間△10,877千円に比べ7,783千円支出が減少しております。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における財務活動による資金については、入居に伴う預り保証金の受入による収入574千円が

あったことにより、前中間会計期間△15,400千円に比べ3,975千円支出が減少し△11,425千円となっておりま

す。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

 重要な設備計画の完了

 前事業年度末に計画していた設備計画のうち、当中間会計期間に完了したものは、次のとおりであります。

事業所名

（所在地)
セグメントの名称 設備の内容 投資額（千円） 完了年月 完成後の増加能力

本社（鹿児島市

鴨池新町）
不動産賃貸 防犯カメラの設置 1,009 平成28年7月 ―

 

（注）上記の金額には、消費税等が含まれております。

 
２ 【設備の新設、除却等の計画】

　
該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000

計 20,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)

(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年12月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,000 20,000 ― (注)１，２

計 20,000 20,000 ― ―
 

(注) １. 単元株制度は採用しておりません。

２. 株式の譲渡制限に関する規定は次のとおりです。

当社の発行する全部の株式について、会社法第107条第1項第1号に定める内容(いわゆる譲渡制限)を定めて

おり、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第7条において定めております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年９月30日 ― 20,000 ― 200,000 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社Ｍｉｓｕｍｉ 鹿児島市卸本町７番２０号 3,784 18.9

鹿児島県経済農業協同組合
連合会

鹿児島市鴨池新町１５番地 2,500 12.5

一般社団法人鹿児島県ＬＰ
ガス協会

鹿児島市鴨池新町５番６号 1,769 8.8

日米礦油株式会社 大阪市西区南堀江４丁目２５番１５号 767 3.8

井上商工株式会社 鹿児島市宇宿２丁目３番２４号 331 1.7

株式会社エコア 福岡市博多区冷泉町４番２０号 270 1.4

九州アストモスガス株式会
社

鹿児島市伊敷町４６０２番地 257 1.3

株式会社ツバメガスフロン
ティア

福岡市中央区渡辺通り１丁目１番１号 250 1.3

鹿児島ガス株式会社 鹿児島市宇宿2丁目9番11号 250 1.3

吉田商事株式会社 奄美市名瀬入船町１番５号 200 1.0

徳 田 正 久 鹿児島県大島郡天城町 200 1.0

計 － 10,578 52.8
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 20,000
 

 

20,000 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 20,000 ― ―

総株主の議決権 ― 20,000 ―
 

 

② 【自己株式等】

    平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【株価の推移】

当社の株式は非上場でありますので、該当事項はありません。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30

日まで)の中間財務諸表について、監査法人北三会計社により中間監査を受けております。

 

３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当中間会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 88,975 ※2  88,367

  営業未収入金 2,172 2,411

  商品 20 23

  前払費用 382 2,694

  繰延税金資産 343 343

  流動資産合計 91,893 93,840

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 157,771 154,535

   構築物（純額） 874 758

   工具、器具及び備品（純額） 166 1,044

   土地 196,386 196,386

   有形固定資産合計 ※1  355,198 ※1  352,725

  無形固定資産   

   ソフトウエア 64 53

   無形固定資産合計 64 53

  固定資産合計 355,262 352,776

 資産合計 447,156 446,618

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 45 97

  未払金 975 486

  未払法人税等 5,676 5,528

  未払消費税等 1,770 1,819

  前受金 4,925 5,108

  流動負債合計 13,393 13,040

 固定負債   

  預り保証金 23,402 23,976

  固定負債合計 23,402 23,976

 負債合計 36,795 37,017

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 200,000 200,000

  利益剰余金   

   利益準備金 15,800 17,000

   その他利益剰余金   

    別途積立金 70,000 70,000

    繰越利益剰余金 124,560 122,601

   利益剰余金合計 210,360 209,601

  株主資本合計 410,360 409,601

 純資産合計 410,360 409,601

負債純資産合計 447,156 446,618
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高   

 賃貸収入 26,804 26,961

 駐車場収入 5,392 5,383

 共益費収入 7,994 8,054

 賃貸関連収入 4,033 4,093

 商品売上高 118 76

 売上高合計 44,342 44,570

売上原価 24,496 24,249

売上総利益 19,845 20,320

販売費及び一般管理費 ※1  4,631 ※1  3,971

営業利益 15,214 16,349

営業外収益 ※2  178 ※2  167

営業外費用 3 -

経常利益 15,389 16,516

税引前中間純利益 15,389 16,516

法人税等 ※3  5,446 ※3  5,274

中間純利益 9,943 11,241
 

 

 【売上原価明細書】

(単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日)

科　　　目 金　額 百分比 金　額 百分比

不動産賃貸売上原価     

   委託事務費 1,200 4.9% 1,200 5.0%

   駐車場費 2,293 9.4% 2,293 9.5%

   清掃費 2,736 11.2% 2,763 11.4%

   管理維持費 1,844 7.5% 1,934 8.0%

   光熱水費 3,982 16.3% 4,014 16.5%

   減価償却費 5,615 22.9% 5,578 23.1%

   租税公課 4,765 19.4% 4,676 19.2%

   消費税等 1,572 6.4% 1,563 6.4%

   その他の経費 381 1.6% 157 0.6%

 不動産賃貸売上原価計 24,391 99.6% 24,181 99.7%

商品売上原価     

   商品期首たな卸高 21  20  

   当期商品仕入高 107  71  

   商品期末たな卸高 22  23  

 商品売上原価計 105 0.4% 68 0.3%

 当期売上原価合計 24,496 100.0% 24,249 100.0%
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

利益剰余金

株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 200,000 14,600 70,000 116,463 201,063 401,063 401,063

当中間期変動額        

剰余金の配当  1,200  △13,200 △12,000 △12,000 △12,000

中間純利益    9,943 9,943 9,943 9,943

当中間期変動額合計 ― 1,200 ― △3,256 △2,056 △2,056 △2,056

当中間期末残高 200,000 15,800 70,000 113,206 199,006 399,006 399,006
 

 

 当中間会計期間(自 平成28年４月１日　至 平成28年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

利益剰余金

株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 200,000 15,800 70,000 124,560 210,360 410,360 410,360

当中間期変動額        

剰余金の配当  1,200  △13,200 △12,000 △12,000 △12,000

中間純利益    11,241 11,241 11,241 11,241

当中間期変動額合計 ― 1,200 ― △1,958 △758 △758 △758

当中間期末残高 200,000 17,000 70,000 122,601 209,601 409,601 409,601
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 営業収入 44,393 44,676

 原材料又は商品の仕入れによる支出 △107 △71

 事務委託費の支出 △2,000 △2,000

 租税公課の支出 △7,384 △6,988

 駐車場費の支出 △2,293 △2,293

 光熱水費の支出 △3,813 △3,962

 清掃費の支出 △2,736 △2,763

 管理維持費の支出 △1,844 △1,934

 その他の営業支出 △6,520 △4,910

 小計 17,694 19,752

 利息及び配当金の受取額 6 4

 利息の支払額 △3 -

 法人税等の支払額 △6,110 △5,844

 営業活動によるキャッシュ・フロー 11,585 13,912

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △10,877 △3,094

 投資活動によるキャッシュ・フロー △10,877 △3,094

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 3,000 -

 預り保証金の受入による収入 - 574

 預り保証金の返還による支出 △6,400 -

 配当金の支払額 △12,000 △12,000

 財務活動によるキャッシュ・フロー △15,400 △11,425

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,692 △607

現金及び現金同等物の期首残高 87,425 88,975

現金及び現金同等物の中間期末残高 72,732 88,367
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(重要な会計方針)

１　資産の評価基準及び評価方法

(1) たな卸資産

商品

最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

 

２　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに平成28年

４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、有形固定資産の主な耐用年数は次のとおりです。

建物及び構築物　６～50年

器具及び備品　　３～11年

 
(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しています。

なお、無形固定資産の耐用年数は次のとおりです。

ソフトウェア（自社利用分）5年（社内における利用可能期間）

 

３　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金及び随時引き出し可能な預金からなっています。

 

４　その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

 
（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当中間会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当中間会計期間の営業利益、経常利益及び税引前中間純利益に与える影響は軽微であります。

　

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当中間

会計期間から適用しております。
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(中間貸借対照表関係)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

 

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当中間会計期間

(平成28年９月30日)

有形固定資産の減価償却累計額 461,286千円 466,853千円
 

　

 
(中間損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

 
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

委託事務費 800千円 800千円

監査報酬 486 486 

システム委託費 682 676 

会議費 244 311 

租税公課 345 421 

交際費 356 279 
 

 

※２　営業外収益の主要項目

 

 
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

受取利息 6千円 4千円

自動販売機設置手数料 162 149

雑収入 9 13
 

 

※３　税効果会計

税効果会計の適用に当たり「簡便法」を採用しておりますので、法人税等調整額を含めた金額で、一括掲記して

おります。

 

４　減価償却実施額

 

 
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

有形固定資産 5,604千円 5,567千円

無形固定資産 11 11
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(中間株主資本等変動計算書関係)

Ⅰ．前中間会計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 20,000 ─ ─ 20,000
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成27年６月22日
定時株主総会

普通株式 12,000 600 平成27年３月31日 平成27年６月22日
 

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ．当中間会計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 20,000 ─ ─ 20,000
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成28年６月22日
定時株主総会

普通株式 12,000 600 平成28年３月31日 平成28年６月22日
 

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 72,732千円 88,367千円

現金及び現金同等物 72,732千円 88,367千円
 

 

(リース取引関係)

該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価

を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません((注２)を参照ください。)。

 

前事業年度(平成28年３月31日)
　

 
貸借対照表計上額

(千円)
時   価
(千円)

差   額
(千円)

現金及び預金 88,975 88,975 ―

資 産 計 88,975 88,975 ―
 

 

当中間会計期間(平成28年9月30日)
　

 
中間貸借対照表計上額

(千円)
時   価
(千円)

差   額
(千円)

現金及び預金 88,367 88,367 ―

資 産 計 88,367 88,367 ―
 

(注１)金融商品の時価の算定方法に関する事項

資 産

現金及び預金

預金は短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

 

(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)

  (単位：千円)

 平成28年３月31日 平成28年９月30日

預り保証金 23,402 23,976
 

賃貸物件について賃借人から預託されている受入敷金保証金は、市場価格がなく、かつ、賃借人の入居から退去まで

の実質的な預託期間を算定することは困難であることから、合理的なキャッシュ・フローを見積もることが極めて困難

と認められるため、時価開示の対象としておりません。
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(有価証券関係)

該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引を行っていないため、記載しておりません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

関連会社がないため、記載しておりません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。
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(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自平成27年４月１日
至平成28年３月31日)

当中間会計期間
(自平成28年４月１日
至平成28年９月30日)

中間貸借対照表計上額
(貸借対照表計上額)

期首残高 356,337 355,031

期中増減額 △1,305 △3,353

中間期末(期末残高) 355,031 351,681

中間期末(期末)時価 406,893 403,540
 

(注) １．中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．前事業年度の期中増減額の主なものは、減価償却による減少であります。

当中間会計期間の主な増加は有形固定資産の放送設備（1,063千円）とエアコン取替及び受水槽（1,020千

円）であり、主な減少は減価償却（5,567千円）であります。

３．中間期末(期末)の時価は、主として不動産鑑定人による「鑑定評価額」に基づいて自社で算定した金額(指

標等を用いて調整を行ったものを含む。)であります。

　

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、不動産賃貸事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

 
【関連情報】

Ⅰ．前中間会計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年9月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

     (単位：千円)

賃借室 会議室 構内駐車場 構外駐車場 その他 合計

25,929 875 3,069 2,322 12,146 44,342
 

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売　上　高 関連するセグメント名

オムロンフィールドエンジニアリング九州㈱ 4,631 不動産賃貸

 

(注) 外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先のみ記載しており

ます。
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Ⅱ．当中間会計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

     (単位：千円)

賃借室 会議室 構内駐車場 構外駐車場 その他 合計

26,032 929 3,175 2,207 12,224 44,570
 

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売　上　高 関連するセグメント名

オムロンフィールドエンジニアリング九州㈱ 4,677 不動産賃貸

 

(注) 外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先のみ記載しており

ます。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年9月30日)

該当事項はありません。

 

当中間会計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日)

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年9月30日)

該当事項はありません。

 

当中間会計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日)

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年9月30日)

該当事項はありません。

 

当中間会計期間(自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前事業年度

(平成28年３月31日)
当中間会計期間

(平成28年９月30日)

(1) １株当たり純資産額 20,518円02銭 20,480円09銭

   (算定上の基礎)   

   純資産の部の合計額(千円) 410,360 409,601

   普通株式に係る純資産額(千円) 410,360 409,601

   普通株式の発行済株式数(株) 20,000 20,000

   １株当たり純資産の算定に用いられる
   普通株式の数(株)

20,000 20,000
 

 

項目
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 497円17銭 562円07銭

  (算定上の基礎)   

   中間純利益金額(千円) 9,943 11,241

 　 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る中間純利益金額(千円) 9,943 11,241

   普通株式の期中平均株式数(株) 20,000 20,000
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

事業年度　第４０期(自　平成２７年４月１日　至　平成２８年３月３１日)　平成２８年６月２８日九州財務局

長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

 

 

平成28年12月22日

株式会社鹿児島県プロパンガス会館

取締役会  御中

 

監査法人北三会計社
 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士   古   川   康   郎   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社鹿児島県プロパンガス会館の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第41期事業年度の中間会計期

間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、

中間株主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を

行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明

することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を

行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定

し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間財務

諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続

が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法

人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な

情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに

経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社鹿児島県プロパンガス会館の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期

間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示

しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

※１　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会

社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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